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No.3１ 無料開放日のお知らせ

　毎月第３日曜日は、小・中学生は無料開放日
です。所蔵作品展 + 小企画展を
無料で鑑賞いただけます。

            1 月 19 日㊐
            2 月 16 日㊐

　当館のコレクションを紹介する所蔵品展では、黒田清輝をはじめとする鹿児島ゆかりの作家の作品、そして

20 世紀を中心とした西洋美術の流れをたどる作品をご覧いただけます。今回は、2025 年の NHK 大河ドラ

マで江戸時代後期に活躍した版元・蔦屋重三郎の生涯が紹介されることにちなんで当館所蔵品の中から似顔絵

をご紹介します。似顔絵は人物の個性をときに誇張も交えて描いた肖像画ですが、日本語の「似顔絵」は、江

戸時代に流行した浮世絵のうち個人の特徴をとらえた役者絵や美人画の呼称が語源となったそうです。江戸時

代後期の出版文化の盛り上がりにともない、浮世絵は木版画として様々な版元から出版され、版元は出版物の

企画から制作、販売までを取り仕切り、ときに新人作家を発掘して

人気作家へと育てました。なかでも蔦屋重三郎は、奇抜な役者絵を

描き話題を呼んだ東洲斎写楽を世に送り出すなど、江戸出版界の

ヒットメーカーとして活躍しました。

　ここにご紹介する浮世絵は、大正時代に橋口五葉が復刻し『浮世

風俗やまと錦絵』として出版したものです。復刻にあたりサイズを

縮小していますが、その他はオリジナル作品に忠実に再現されてい

ます。

　また、西洋作家の描いた似顔絵としてマリノ・マリーニの作品を

ご紹介します。イタリアの彫刻家として名高いマリーニですが、画

家としての顔も持ち、数多く制作した著名人の肖像彫刻とリンクす

るように優れた似顔絵も残しています。人物の印象を素早く的確に

描き出したそれらの作品からは、作者の鋭い観察眼を感じ取ること

ができるでしょう。展示作品は、マリーニの油彩画、素描などのオ

リジナル作品を、1968 年にリトグラフの技法で複製し版画集とし

て出版したものです。

　鹿 児 島 市 立 美 術 館 は 、 黒 田 清 輝 の 顕

彰 を 第 一 義 と し て 創 設 さ れ ま し た 。

  黒 田 清 輝 は 、 日 本 洋 画 界 の 牽 引 者 で

あ り 、 そ の 没 後 に 彼 の 偉 業 を 称 え る た

め に 、 鹿 児 島 市 立 美 術 館 が 昭 和 2 9 年

に 開 館 し ま し た 。 開 館 後 も 、 多 く の 美

術 作 家 た ち が 、 こ の 美 術 館 の 運 営 に 関

わ っ て き ま し た 。 作 家 た ち は 展 示 作 品

の 提 供 の み な ら ず 、 美 術 館 の 文 化 活 動

 《ピックアップ》所蔵品紹介

　秋らしい気候を楽しめる時期になりました。美

術館の前庭にある木々も落葉・紅葉し、季節の移

ろいを感じさせます。前庭には三つの彫刻がある

ことをご存知でしょうか？今回はその一つ、ブー

ルデルの作品を紹介します。

　彼は近代彫刻を代表する巨匠ロダンの助手を長

年務めました。ロダンの大胆な構成力や力強い表

現力を受け継ぎつつ、量感のある建築的な作風を

エミール＝アントワーヌ・ブールデル
《サッフォー》１９２５年

ブロンズ、高 208.0× 幅 138.0× 奥行 85.0 cm

鹿児島市立美術館開館７０周年記念

2024

鹿児島市立美術館と
17人の作家たち
11/14㈭～　　1/26㈰

確立しました。本作もピラミッドのように安定した構造を基本としながら、三角形を描く人物の右腕や竪琴

の造形に構築的な表現が見られます。

　サッフォーは紀元前 7 世紀頃のギリシャの詩人で、情熱的で哀愁に満ちた歌を奏でたといわれます。物憂

げな表情と重厚な雰囲気とが相まって、古代の詩人の姿が見事に表されています。

　像の背面下部には 1887 と 1925 の二つの年号が刻まれています。これは 1887 年に構想が始まり、

1925 年にようやく完成した、38 年もの長い制作の時間が記録として残されているものです。

や 教 育 活 動 の 支 援 に も 尽 力 し 、 地 域 の 芸 術 振 興 に 大 き く 影 響 を 与 え て き ま

し た 。 鹿 児 島 市 立 美 術 館 は 、 こ う し た 芸 術 家 た ち と の 協 力 の も と 、 7 0 年

に わ た り 美 術 文 化 を 支 え 続 け て き ま し た 。

　 今 回 の 小 企 画 展 は 、 市 立 美 術 館 と 直 接 か か わ り の あ っ た 作 家 た ち を 、 彼

ら の 作 品 と と も に 紹 介 す る も の で す 。 美 術 館 の 歴 史 と 共 に 歩 ん で き た 作 家

た ち の 名 品 を お 楽 し み 下 さ い 。
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